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一
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新
人
が
半
数
を
占
め
る

　
　
　
　
若
が
え
つ
た
民
生
委
員

　
民
生
委
員
（
児
童
委
員
を
兼
ね
る
）
が
決
ま
っ
た
．

　
町
の
民
生
委
員
推
薦
会
皐
野
士
圭
萎
員
長
）
で
は
、
任
期
満
了
に
と
も

な
う
民
生
委
員
の
後
任
と
し
て
別
記
の
二
＋
三
氏
を
推
薦
、
県
に
進
達
中
で

あ
っ
た
が
こ
の
ほ
ど
県
の
審
査
を
終
え
、
厚
生
大
臣
か
ら
正
式
な
任
命
が
あ

っ
た
。
こ
ん
ご
三
力
年
間
を
民
生
委
員
と
し
て
、
地
域
の
福
祉
に
貢
献
し
て

く
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

数
度
の
会
議
で

　
　
　
慎
重
な
人
選

　
　
　
　
ら

　
推
薦
会
で
は
、
民
生
委
員
の
適
格
条

件
と
し
て
次
の
＋
項
目
を
あ
け
、
数
度

の
会
塞
び
債
董
な
人
選
を
行
な
っ
た
．

①
社
会
奉
仕
の
精
神
に
富
ん
で
人
格

識
見
が
高
く
、
辱
生
活
経
験
が
豊
欝
で
円

満
な
常
識
を
も
つ
人
。
②
地
域
の
実
態

存
寧
握
し
て
問
題
の
世
帯
や
児
童
を
発

見
し
、
そ
の
原
因
探
究
を
期
待
で
き
る

人
。
③
社
会
福
祉
事
業
に
理
解
が
あ
り

こ
れ
を
行
な
う
た
め
の
知
識
と
技
術
を

も
つ
人
。
④
児
童
の
間
題
に
関
心
を
も

ち
、
常
に
接
触
指
導
し
て
親
し
み
を
も

た
れ
る
人
。
⑤
母
子
世
帯
の
援
護
、
乳

幼
児
、
妊
産
婦
の
保
健
指
導
に
深
い
関

心
を
も
つ
人
。
⑤
児
童
、
生
活
、
身
上

就
磯
な
ど
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
心
配
ご

と
に
つ
い
て
地
域
の
人
た
ち
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
人
．
⑦
覧
鈎
係
機
関
と

の
折
衝
に
説
得
力
が
あ
り
、
物
ご
と
を

と
り
ま
と
め
る
カ
の
あ
る
人
．
⑧
時
代

感
覚
に
富
ん
だ
人
。
⑨
事
務
能
力
の
あ

る
人
．
⑰
象
族
の
理
解
と
協
力
が
あ
り

家
庭
生
活
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
結
果
、
推
薦
会
で
特
別
の
事
由

が
あ
る
と
認
め
た
前
委
員
を
の
ぞ
く
と

当
数
が
入
れ
代
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
．

　
．
一
部
の
町
村
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
か

た
よ
っ
た
人
塾
げ
、
は
な
く
て
、
き
わ
め

て
公
平
な
人
選
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
や

平
均
年
令
が
若
が
え
っ
た
〇
五
二
才
）

こ
と
な
ど
、
各
地
で
推
薦
会
の
働
き
を

賛
美
す
る
む
き
が
多
い
よ
う
だ
。

社
会
福
祉
の

　
　
増
進
に
期
待

　
民
生
委
員
の
仕
事
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
住
民
個
々
の
問
題
に
重
点
が
お
か
れ

て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
民
生
委

負
は
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
相
手
で
あ
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る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
児
童
福
祉
の
面

に
も
た
え
ず
独
自
の
考
え
を
織
り
込
ん

で
ゆ
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
つ
ま
り
、
季
節
保
育
所
の
開
設
や
児

童
遊
園
地
の
設
置
、
子
ど
も
会
の
指
導

育
成
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
全

体
の
福
祉
増
進
を
図
る
。
と
い
う
大
き

な僅命

が
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
こ
ん
ご
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
わ
け
だ
が
．
住
民
全
体
の
バ
ツ

ク
ア
ツ
プ
（
後
押
し
）
が
必
要
な
こ
と

は
申
す
ま
で
も
な
い
。

新
し
“
民
生
委
員

氏
名

大
久
保
武
義

丸
山
チ
ヨ

和
田
周
作

片
桐
荘
太

金
子
権
三
郎

轟賭奪難
寅豊義辰源与
一吉一平次平

畜
橋
三
代
治

憲
橋
鉄
治

星
名
吉
栄

再
新
別

　
再
　
再
　
再
　
新
　
再
　
再
　
再
　
新
　
新
　
新
　
新
　
新
　
新
　
再

藁
摘
久
蔵
　
新

担
当
区
域

野
口
原
田
根
深
下
原

仁
田
、
塩
辛

木
落
、
鮮
・
ケ
崎

岩
瀬
、
大
倉

赤
谷
　
　
・

中
仙
周
、

大
自
倉

小
臼
倉

釜
農
．
小
脇

藤
沢
、

上
野
　
フ

爆
茗
新
田

三
領
．
小
根
岸

柄富渡
沢1井貫

渡
辺
中
村

小
海
大
成

羽
鳥
仁
平

栄
一
　
　
新
　
新
町
、
田
代

源
蔵
　
　
新
　
上
野
、
下
平

菊
松
　
　
再
　
沖
立
、
神
社
町

　
　
　
　
　
　
学
校
町

理
平
　
　
再
　
山
野
田
中
島
町

直
治
　
再
坪
山
、
鶴
吉

　
　
　
　
　
　
霜
条
、
平
見

　
　
　
　
再
　
上
町
、
中
央
町

　
　
田
中
町
、
中
屋
敷
、
寺
尾

　
　
　
再
　
伊
友
木
島
窩
原
田

丸
山
　
タ
イ
　
　
藩
　
四
郎
兼
、
下
塁

　
　
　
　
東
善
識
い
、
、
永
公
、
発
電
所
選

常
務
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
氏

㌧
新
褻
良
に
対
す
る
欝
，
令
の
交
付
弍
は

さ
る
匹
臼
に
行
な
わ
れ
た
。
式
終
了
後

た
だ
ち
〆
罠
生
蚤
員
会
を
開
催
、
常
務

委
員
の
選
任
を
審
議
し
た
が
．
互
選
に

よ
り
高
橋
与
平
民
が
当
選
し
た
。

融
節
鑑
難
．
羅
祭
雛
蛇
懇
蜜
鑑

　
　
節
　
黒
　
城

　
正
平
七
年
（
一
三
五
二
年
）
、
足
利

尊
氏
に
敗
れ
た
新
田
義
宗
が
、
宗
良
親

王
を
奉
じ
て
こ
こ
に
城
を
構
え
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
北
朝
が
擁
立
さ
れ
て
間
も

な
く
、
楠
公
父
子
の
力
尽
き
て
官
軍
が

終
わ
り
を
告
げ
る
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
節
黒
城
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
白

木
の
材
料
を
使
っ
た
に
わ
か
作
り
の
や

か
た
で
節
だ
け
が
黒
か
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
。
南
朝
も
時
に
利
あ
ら
ず
滅
亡
し

た
こ
の
城
に
は
、
い
く
た
の
悲
し
み
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
の
ち
、
上
野
を
根
拠
地
と
す
る
上
野

氏
一
族
が
こ
こ
に
住
み
、
長
尾
、
上
杉

の
配
下
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
ら
し
い
。

　
天
正
（
一
五
八
○
年
）
の
こ
ろ
は
工

野
中
務
大
輔
長
安
な
る
人
が
居
城
し
、

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
年
）
会
津
に
移

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
（
蝦
影
…
…
…
小
林
伝
司
）

　
こ
と
し
も
あ
と
わ
ず
か
、
あ
れ
こ
れ
　
　
ど
こ
か
の
町
の
よ
，
｛
ノ
に
、
勤
騨
跳
争
赦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
党
書
校
閤
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

．
、
麟
薦
、
嚢
、
慧
、
蚕
懸
礪
漂
織
犠
灘
藻
麟

占
、
蛋

：
樹蝋

．
・

釘
中
が
讐
丁
麗
で
　
　
く
し
賢
題
に
あ
　
　
カ
ま
進
さ
れ
　
五
十
に
も
遅
C
グ
莞

く
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
プ
が
生
ま
れ
た
。
し
か
も
、
置
い
仲
問

　
小
判
の
話
に
は
じ
ま
っ
て
テ
レ
ビ
や
づ
／
＼
り
が
で
壷
葦
し
、
複
雑
な
人
問
麗
係

自
鋤
庫
の
寄
贈
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
あ
の
か
ら
み
合
う
地
域
ゑ
よ
り
よ
い
も
の

げ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
善
行
掛
茸
に
し
た
に
し
よ
う
と
努
ズ
し
て
い
る
。

町づくり
が
つ
な
が
り
て
い
た
か
ら
で
↓
安
、
’
う
。

　
大
雨
の
被
害
に
も
め
げ
ず
、
五
年
豊

館
騒
馨
霧
蹴
難
蝶
野
羅
雛
講
騰
藩

ぼ
臨
、
蒼
、
難
参
藝
葬
駕
鶯
蟄
．
盤
、
益

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
聡

水
難
事
故
は
ひ
と
り
も
な
く
　
　
上
空
か
ら
な
が
め
た
わ
が
町
の
動
き

火
災
は
一
件
だ
け
、
悪
質
な
は
．
船
足
か
ろ
や
が
な
贋
繭
丸
が
大
洋

選
挙
違
反
も
な
か
η
た
。
い
を
進
む
よ
う
に
、
力
強
い
感
じ
を
与
え

さ
さ
か
の
交
通
事
故
の
ほ
か
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
．
ろ
う
り
わ
れ
ら
こ

暗
い
事
件
が
ほ
柔
ん
ど
な
く
こ
に
躍
進
の
年
を
、
高
い
出
の
か
な
た

美
し
い
語
が
影
い
つ
い
丁
、
き
に
送
ら
ん
と
す
る
烈
々

か
れ
た
の
は
、
み
ん
な
の
心
　
良
い
面
ば
か
り
を
と
り
あ
げ
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
。
が
、
，
町
に
、
地
域
に
、
職
場
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
に
、
悪
い
面
が
な
か
っ
た
わ
け
で
、

・
改
良
が
進
ん
で
六
＋
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

　
水
田
が
で
き
あ
が
ろ
う
－
一
⊆
し
て
い
る
。

　
　
学
校
、
診
療
所
の
増
改
築
が
成
2
」

　
駆
鳥
橋
が
｛
．
兀
成
し
た
。
栄
橋
も
起
工
式

灘
躍
貌
て
、
齢
よ
い
覇
難
誓

隷
織
毅
蝶
壷

一
二
百
六
十
一
ユ
簿
誇
）
簾
、
…
か
顔
）
リ
ス
ッ
蟻

み
§
ん
素
ま
い
を
㊧
融

　
　
　
　
　
、
亨
“
X
y
餐
榊
碁
ム
X
X
苓
糞
ム
W
∴
聖
ゑ
・
凱
い
．
凸
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町
議
会
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1

決
算
一
億
四
千
万
を
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
リ
少
な
い
追
加
財
源

　
実
質
的
に
は
本
年
最
後
の
町
議
会
と
も
い
う
べ
き
第
七
回
町
議
会
定
例
会
は

士
戸
五
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
百
デ
．
白
程
を
議
了
し
た
。
こ
の
定
例
会
で

は
三
＋
三
年
度
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
本
年
度
第
二
回
目
の
追
加
更
正
予
算

及
び
懸
案
の
七
月
災
害
関
係
の
町
税
減
免
等
の
重
要
累
件
か
議
決
さ
れ
た
ほ
か

伝染病舎給

合
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
次
い
で
、
上
程
さ
れ
た
国
鉄
公
舎
一
採

尿
処
理
に
関
す
る
請
願
及
ぴ
野
口
小
規
模
水
道
補
助
請
願
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

総
文
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
な
お
、
本
会
議
に
引
き
続
く
全
貴
協
議
会
て
は
、

千
手
農
協
禽
庫
新
築
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
に
対
す
る
町
費
助
成
の
件
、
上

野
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
適
正
規
模
の
件
、
仙
田
郵
便
局
敷
地
買
収
補
助
の
件

等
を
め
ぐ
っ
て
熱
心
な
論
議
が
展
開
さ
れ
、
夕
刻
五
時
ご
ろ
散
会
し
た
。

　
！
追
加
の
主
体
は
教
脊
曇

　
　
も
う
一
息
で
一
億
円

　
本
年
度
一
般
会
計
と
し
て
探
二
巨
目

の
追
加
更
正
予
算
は
、
追
加
支
出
額
八

＋
四
万
一
千
六
百
八
＋
円
、
更
正
減
十

一
万
九
千
七
百
五
＋
円
、
差
し
引
き
七

＋
二
万
一
千
九
亘
二
＋
円
と
い
う
額
が

原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。
今
回
の
追

加
の
規
模
が
こ
の
程
度
で
あ
っ
た
た
め

累
計
額
は
九
千
九
百
五
士
二
万
三
千
三

百
九
＋
円
と
、
あ
と
一
息
と
い
う
と
こ

ろ
で
な
お
一
億
の
線
を
越
す
に
は
至
ら

な
か
っ
た
．

　
才
出
に
つ
い
て
追
加
の
主
体
は
三
＋

三
万
四
千
八
百
円
の
教
育
費
で
、
そ
の

内
訳
は
こ
と
し
施
工
し
た
赤
岩
小
学
校

の
便
所
改
造
費
追
撫
二
十
三
万
、
権
小

ほ
か
＋
力
校
に
対
す
る
教
材
費
追
加
分

＋
二
万
一
一
千
七
百
六
十
円
、
雪
中
派
出

揚
関
係
七
万
七
千
円
、
そ
の
他
で
あ
る

．
教
育
費
の
ほ
か
は
、
千
手
保
育
園
の

’
燃
｝
科
璽
場
六
万
四
千
円
覧
国
土
調
査
費

八
万
五
手
円
、
慰
産
喪
と
し
て
上
野
駐

在
所
修
繕
料
ほ
か
六
万
七
千
円
、
郡
町

粒
会
負
振
金
＋
七
万
円
等
で
あ
る
。

　
以
上
の
財
源
と
し
て
の
才
入
は
、
高

倉
分
校
の
旧
校
舎
売
却
費
二
＋
五
万
円

国
土
調
査
費
鳳
教
材
費
に
対
す
る
国
県

支
出
金
十
三
万
円
、
繰
入
金
｝
万
二
千

円
等
の
ほ
か
は
、
地
方
交
付
税
の
増
額

見
込
分
を
三
士
二
万
円
余
り
計
上
し
て

才
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
あ
る
。

な
お
今
後
の
追
加
財
源
と
し
て
は
鳥
特

別
交
付
税
の
見
通
し
が
昨
年
に
比
べ
て

明
る
く
な
い
た
め
多
く
を
期
待
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
と
い
う
当
局
側
の
説

明
が
あ
っ
た
。

五
十
一
名
に
十
万
円

七
月
災
害
の
減
免
額

　
七
月
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

橘
、
仙
田
地
区
の
関
係
農
家
に
対
し
て

は
、
災
害
発
生
以
来
」
税
務
，
係
り
が
中

心
と
な
2
し
慎
重
に
実
情
の
調
査
を
進

め
て
来
た
が
、
二
百
八
士
二
名
の
申
請

者
の
中
か
ら
被
害
の
大
き
い
も
の
九
十

一
名
を
選
定
し
、
こ
れ
を
財
政
盗
負
会

の
事
前
審
査
に
，
付
も
て
さ
ら
に
五
十
“
一

名
に
し
ぼ
つ
た
も
の
で
、
減
免
額
は
だ

　
　
　

い
た
い
固
定
資
産
税
第
二
期
分
以
降
で

総
額
九
万
九
千
八
百
三
十
円
に
及
ん
で

い
る
。
こ
の
減
免
案
に
つ
い
て
提
案
者

か
ら
の
詳
細
な
調
査
結
果
の
．
説
朋
並
ぴ

に
、
財
政
委
貴
長
の
審
査
経
過
の
所
見

が述

べ
ら
れ
た
結
果
、
こ
れ
を
了
と
し

て
全
会
一
致
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
．

現
金
操
作
を
合
理
的
に

　
　
決
算
審
講
の
あ
ら
ま
し
『

　
昭
和
三
士
二
年
度
決
算
に
つ
い
て
は

一
般
会
計
の
ほ
か
六
件
に
の
ぼ
る
特
別
，

会
計
の
総
額
は
一
億
四
千
万
円
に
近
い

膨
大
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
定
例
会
の

最
も
重
要
な
議
題
の
一
つ
で
あ
ワ
た
が
、

だ
い
た
い
例
年
ど
お
り
の
審
議
経
過
に

よ
り
承
認
さ
れ
た
－

　
ま
ず
町
長
か
ら
十
一
月
二
十
六
日
に

O
β
　
8

行
な
わ
れ
た
監
査
の
結
果
に
つ
、
’
報

告
が
あ
O
た
の
ち
、
、
出
納
検
査
立
会
議

貴
（
和
久
井
精
一
・
斉
藤
寿
美
翁
・
高

橋
信
吾
・
小
海
八
太
郎
の
四
氏
）
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
所
見
が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で

質
疑
㌧
討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
そ
の
主

な
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一

般
会
計
に
つ
い
て
は
、
予
算
額
が
ゼ
ロ

仁
な
っ
た
ま
ま
赤
字
支
出
し
て
あ
る
点

は
、
予
算
を
追
加
、
更
正
し
て
か
ら
支

畠
す
べ
き
で
あ
る
。
現
金
操
作
を
合
理

鰐
に
運
用
し
て
一
時
借
入
金
の
利
子
支

出
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。
土
木
、
農

林
関
係
の
自
動
車
借
上
料
支
出
が
多
額

で
あ
る
が
、
町
と
し
て
自
動
車
を
購
入

す
る
必
要
が
な
い
か
”
等
の
発
言
が
あ

り
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
保
保

険
料
の
納
入
成
績
は
良
好
で
あ
る
が
、

一
部
悪
質
と
認
め
ら
れ
る
滞
納
に
つ
い

て
は
適
正
な
処
置
を
と
る
こ
と
。
国
保

給
付
費
と
診
療
所
の
診
療
収
入
の
関
係

を
改
善
合
理
化
す
る
こ
と
に
留
意
す
る

こ
と
。
国
費
補
助
確
保
に
は
努
力
の
あ

、
、
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
、
不
法
交
串
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
た

　
　
【
町
の
掲
示
板
、
】

◎
＋
一
月
一
臼
付
で
．
千
手
土
地
改
良

区
の
事
務
所
が
役
場
内
に
お
か
れ
た
。

　
職
貴
は
富
井
相
匹
郎
氏
2
野
）
と

大
塚
甚
｝
霧
（
俸
友
）
の
一
茗
で
、
土

地
改
良
事
業
の
計
面
遂
行
に
あ
た
る
。

◎
い
ま
、
ね
ず
み
の
一
せ
い
駆
除
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
一
匹
ご
と
に
宝
く
じ

一
枚
と
交
換
し
て
く
れ
る
が
、
く
じ
が

当
た
る
と
テ
レ
ビ
な
ど
が
も
ら
え
る
。

◎
普
及
所
の
高
橋
所
長
に
、
こ
と
し
の

雪
を
伺
っ
た
ら
次
の
名
答
が
得
ら
れ
た

　
初
雪
は
十
二
月
六
臼
の
朝
が
た
（
こ

れ
は
当
た
っ
た
）
、
中
下
旬
に
平
野
部

と
山
ぞ
い
で
平
年
並
、
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
は
や
や
多
め
の
降
積
雪
が
あ
っ
て
地

域
差
が
ズ
き
く
な
り
そ
う
だ
と
勺
っ
。

　
「
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ぱ
心
配
な

か
ろ
う
。
」
と
の
ご
託
宜
で
あ
っ
た
。

亀
・
魯
賢
じ
飯
O
蓼
巳
9
0
直
・
腰
9
廊
9
蟹
臨
0
亀
0
0
0
璋
O
O
5
0
墨
O
口
征
口
●
9
●
魯
魔
5
0
5
●
9
●
■
9
D
璽
O
P
■
5
0
9
9
■
9
質
9
ロ
魯
O
働
璽
●
績
O
嶺
尊
暴
●
0
∂
量
噺
響
5
雪
B
9
毫
罷
8
●
8
■
魯
8
6

・
戸
紛
霜
め
窓
か
ろ

　
　
　
　
　
　
十
一
月
分

た
か
さ
ご
ー
飼
円
満
に

総総龍総総総
柄
澤
勇
治

本
間
敏
恵

丸
山
　
一
八

丸
山
ハ
ル
エ

竹
屋
　
忠

椛
澤
恵
美
子

南
雲
勝
次

瀧
澤
と
み
子

数
藤
忠
夫

中
村
ア
ッ
子

数
藤
輝
夫

小
林
ト
シ
子

学
校
町

相
川
町
か
ら

根
深

原
田
か
ら
，

永
久
公
舎
・

長
岡
市
か
ら

田
中
群
馬
県
か
ら

沖
立

坪
，
寓
か
ら

沖
立
津
池
か
ら

爺総総総⑥龍総
寺
崎
　
　
博

太
田
ヨ
シ
イ

若齋小住齋木小高阿押
山木林藤木村池橋部木

力周ア享千幸芳徳ナ英
ネ平ヤ治代治子平カー

桐
山
田
中
か
ら

田
戸
田
中
か
ら

高
禽
北
蒲
聖
籠
村

箋
島
小
脇
か
ら

霧
谷

中
仙
田
か
ら
，

高
倉
松
代
町
か
ら

う
ぷ
声
ー
御
す
二
や
か
に

佐
藤
　
房
雄
　
中
鳥
町
　
喜
代
治
二
男

寛
羅
“
．
．
　
悟
　
三
　
領
　
信
一
　
二
舅

清
水
、
利
浩
　
下
平
新
田
　
茂
　
長
男

江
口
富
二
子

高
橋
　
武

中
條
和
江

川
崎
孝
子

小
自
愈
　
秀
雄

高
倉
徳
平

岩
・
瀬
精
一

越
却
茨
龍
雄

長長長二
女1女男女

昇
天
…
御
め
い
福
を
祈
る

星
名
壮
太
郎

爾水井山高喜丸
雲贔口口橋多山

留
蔵
ツ
子
サ
ヨ
義
㎝
カ
ウ

、
ト
ロ
ソ

ト
ク

小
海
罵
髭

登
板
　
運
轟
鳶

罵
橋
　
順
子

室塩小三新仁仁上東木伊
　　根　　　　　　　善
廃瀬岸領町田田町寺爵友

一六五五八六匹五八五七
一九｝六五五七六〇七〇

ヨ一　
｝　　

！ふるさ
高
農
象
山
・
こ
い
，
つ
偉
い
憂
者

が
刺
し
殺
さ
れ
て
ガ
占
い
μ

の
株
が
下
が
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
鴨
絹
甦
町
の
「

予
言
者
」
た
ろ
は
あ
い
か
わ

ら
ず
の
鍛
盛
ふ
り
を
晃
せ
て

い
る
と
い
・
つ
話
轟
蕊
豆
騎
鑓

の
脇
に
大
き
な
ヤ
グ
ラ
が
建
て
ら
れ
、

…
鳥
が
て
モ
ー
タ
ー
つ
な
る
新
讐
舞
機

騨

が
通
行
入
の
注
撃
を
集
め
た
．
水
不
足

に
悩
む
摂
さ
ん
が
＋
数
万
円
を
投
じ
、

家
運
を
か
け
て
堀
り
ぬ
串
£
ハ
戸
の
工
箏

を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
蕊
そ
こ
で
、
こ

の
ポ
ー
リ
ン
グ
の
方
針
を
き
め
た
経
遍

で
あ
る
が
、
さ
ぞ
か
し
最
新
式
の
鼓
術

で
、
科
学
的
に
水
脈
を
護
歪
し
た
で
あ
、

ろ
う
と
思
つ
た
と
こ
ろ
、
わ
が
M
さ
ん

は
そ
ん
な
ま
わ
り
く
ど
い
方
法
赫
溌
｝
ら

な
か
っ
た
。
そ
し
て
家
橿
を
見
た
り
、

病
気
を
直
す
に
霊
験
あ
ら
た
か
の
○
○

様
か
ら
見
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
▲
そ

の
お
託
宣
は
ガ
井
戸
の
位
置
は
ど
こ
、

深
φ
e
は
百
三
十
尺
以
上
、
摩
い
粘
土
の

麟
を
過
ぎ
る
と
玉
石
と
な
り
、
や
が
て

大
き
い
石
の
麟
に
達
す
る
と
良
質
豊
富

な
水
が
地
上
ま
で
自
噴
す
る
ク
と
そ
一
の

も
の
ズ
パ
リ
で
あ
っ
た
ム
葵
羅
し
て
藍

さ
ん
は
実
行
に
移
っ
た
が
、
躍
っ
た
こ

と
に
お
告
げ
の
位
綾
は
ち
ょ
う
ど
隣
家

の
入
q
に
当
た
る
。
や
む
な
く
一
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
は
よ
か
ス
ヌ
ξ
移
動
し
た

百
十
数
尺
堀
っ
た
所
界
、
砂
の
贋
と
な
っ

た
が
、
こ
こ
か
ら
畠
る
良
質
の
水
を
、

そ
の
先
を
堀
る
こ
と
に
よ
っ
て
逃
が
し

て
は
、
と
い
う
井
茸
躍
の
恵
告
に
従
つ
、

て
百
士
ハ
尺
ア
、
や
め
た
▲
蛮
は
艦
か

ら
九
＋
数
尺
、
自
瞬
は
し
な
か
っ
た
が

そ
れ
は
お
告
げ
ど
お
り
に
し
な
か
っ
た

当
然
の
報
い
だ
と
劉
り
燐
っ
て
、
○
○

機
の
霊
験
は
少
し
も
疑
わ
蝦
な
か
艦
、
た

輸
と
い
う
導
集
㌧
あ
る
勢
　
　
　
（
y
）

．
！
f

も

犠

、
賑

【
』
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ー
五
石
ど
り
共
進
会
の
成
果
ー

反
当
五
石
一
斗
を
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
杯
は
高
橋
さ

　
一
昨
八
日
．
農
業
セ
ン
タ
婁
で
五
石

ど
り
共
進
会
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、

中
村
会
畏
（
町
長
）
か
ら
、
賞
状
と
金

杯
（
二
名
）
銀
杯
（
四
名
）
木
杯
（
二

＋
一
名
）
が
贈
ら
れ
た
。

　
こ
の
五
石
ど
り
共
進
会
は
、
鍛
酋
町

農
業
改
良
推
進
委
員
会
（
役
場
、
農
煽

普
及
所
、
農
委
、
共
済
）
の
主
催
で
、

水
田
三
反
歩
以
上
の
耕
作
者
を
対
象
に

昨
年
度
か
ら
は
じ
め
た
も
の
．
豪
雪
山

間
地
の
稲
作
技
術
を
改
善
普
及
し
て
農

家
経
営
を
安
定
さ
せ
、
農
民
生
活
の
向

上
を
は
か
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
晴
れ
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　
，
金
杯
　
（
五
石
以
占

　
高
橋
喜
久
男
仙
田
　
五
・
一
〇
二

爾
餐
、
韓
五
蕗
－
四
一

小
林
正
治
　
拙
田
　
五
十
川
磯
吉
千
手
｛

　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
ん
ら
に

小
林
正
人
　
佃
田
　
山
岸
真
治

　
　
木
杯
　
蝕
石
以
占

，
高
橋
耕
｝
　
千
手
　
高
津
徳
治

丸
山
仁
吉
　
橘
　
　
小
林
元
一

爾
雲
　
博
　
千
手
　
清
水
松
蔵

樋
口
正
信
　
仙
田
　
小
林
亮
治

滋
野
永
勝
　
橘
　
　
星
名
虎
雄

松
沢
　
真
　
上
野
　
柄
．
沢
悌
治

小
海
正
吉
　
千
手

星
名
作
治
千
手

丸
山
塾
郎
橘

和
久
井
久
治
橘

村
山
武
千
手

千
手

千千仙千仙橘
手手田手田

村
山
勇
太
郎
千
手

星
名
政
雄
千
手

高
橋
峰
吉
仙
田

高
橋
勝
治
　
千
手

県
代
表
は
確
実
視

　
前
例
の
な
い
好
成
績

戦
後
、
農
林
省
と
朝
日
新
聞
社
の
共

鑑
で
、
米
多
収
穫
共
進
会
が
実
施
さ
れ

　　　一年金証書の交付はじまる
　さる20日、役場で国民年金証書の交付式が行なわれた。

　9月から開始した受け付けは11月末現在で577件にの
ばったが、このほど第一次分として、県から70件の裁定

通知があったもの。

　なお、申請にしたがって決定通知がきているから、こ

とし中には全申請者の裁定が終わるものと思われる。

　写真は、中村町長から年金証書の第1号を受ける小林

直三さん（79オ）

　　　　撮影……………南雲直秀

て
い
る
が
、
こ
の
町
で
も
毎
葎
参
加
し

て
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
と
く
に
本
年

度
は
五
石
ど
り
共
進
会
が
こ
れ
に
参
加

し
て
、
こ
の
町
か
ら
県
審
査
を
五
点
も

受
け
る
と
い
う
好
成
績
を
あ
げ
た
の
慣
、

あ
る
聯
県
内
ど
こ
の
鴎
村
に
も
今
ま
で

例
の
な
か
つ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

　
い
ま
県
農
業
試
験
場
で
厳
密
な
審
査

段
随
の
た
め
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
が
、
予

想
と
し
て
は
グ
ル
ー
プ
賞
の
県
一
位
が

確
実
視
さ
れ
て
お
り
、
個
人
賞
も
一
位

冷争っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

県
の
審
査
を

　
　
受
け
て
い
る
五
氏

　
県
で
審
査
を
受
け
て
い
る
の
は
、
前

記
入
賞
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
五
氏
だ

が
、
個
人
（
四
石
五
斗
以
上
）
の
部
鴫
」

は
竪
鳥
の
高
橋
喜
久
男
さ
ん
（
五
石
一

斗
二
合
）
と
、
中
屋
敷
の
南
雲
幸
二
さ

ん
（
五
石
五
升
四
合
）
の
二
名
。
グ
ル

ー
プ
（
五
人
の
う
ち
上
位
者
三
人
の
平

均
が
四
石
二
斗
以
↑
ウ
で
は
、
仙
田
農

協
管
年
部
に
所
属
す
る
中
仙
田
の
小
林

正
治
さ
ん
（
四
石
九
斗
三
升
九
合
）
、

小
林
正
人
さ
ん
（
四
石
六
斗
六
升
六
合

）
、
小
林
元
一
さ
ん
（
四
石
四
斗
六
升

六合

）
の
三
名
で
あ
る
“

　
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
農

業
改
良
熱
の
旺
盛
な
篤
農
家
と
し
で
知

ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
学
び
た
い
の

は
出
晶
し
た
田
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の

田
も
平
均
し
て
み
ご
と
な
成
果
を
“
緯
U

て
い
る
峯
こ
だ
．
も
ち
ろ
ん
全
受
賞
蕃

に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
高
橋
喜
久
男
さ
ん
の
話

　
　
こ
れ
だ
け
の
成
績
を
あ
げ
る
こ
と

　
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
別
に
こ
れ
と

　
い
っ
た
篤
農
技
術
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
普
及
所
や
農
協
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
陣
の
捜
導
．
を
、
そ
の
ま
ま
忠
実

に
実
行
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
け

で
す
。

　
　
こ
ん
な
豪
雲
地
帯
で
も
技
術
を
駆

　
優
さ
え
す
れ
ぱ
、
蒲
原
地
帯
に
も
劣

ら
な
い
五
石
ど
り
が
可
聾
ん
。
と
い

　
う
膚
信
を
も
の
、
ヅ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

同園捌蜀　
　
　
税
務
係
の
費

　
　
　
　
　
　
【
そ
の
一
】

　
町
税
六
手
七
百
万
“
ぞ
賦
鯉
夢
徴
駁
ー
）
、

コ
†
八
百
万
円
の
地
方
交
付
税
を
算
定

し
て
、
町
の
歳
入
際
を
確
保
し
て
く
れ

る
係
。
そ
の
額
は
、
実
に
一
般
会
計
の

九
＋
パ
：
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
。
係

長
以
下
十
二
名
、
役
場
き
っ
て
の
大
世

帯
で
も
な
お
手
が
足
り
な
い
ほ
ど
い
そ

が
し
い
け
れ
ど
、
い
か
め
し
か
ら
ぬ
人

た
ち
が
「
税
吏
」
の
型
に
お
ち
い
る
こ

桜
ま
つ
り
に
反
省
を

　
町
中
が
桜
ま
つ
り
で
わ
き
か
え
っ
た

の
は
四
月
の
こ
と
、
商
工
会
の
主
催
で

さ
ま
さ
ま
な
催
レ
も
の
が
あ
り
ま
し
た

　
川
西
名
所
の
桜
を
見
に
夜
も
お
お
ぜ

　
　
　
　
い
の
観
光
客
が
来
ま
し
た
。

｝
詣
F
　
楽
し
か
っ
た
桜
ま
つ
り
と
し

一
　
　
　
て
、
町
民
か
ら
た
い
へ
ん
喜

㎝
の
は
れ
を
と
協
す
ま
で
も

｝
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
。

両
手
眺
載
器
鱗

蒙
釜
し
て
い
た
の
で
す
護
れ
た

体
に
ム
チ
打
ウ
て
学
ぼ
う
と
努
力
し
て

も
．
「
と
て
も
気
が
散
っ
て
ノ
ー
ト
に

書
く
申
の
し
も
な
く
、
教
科
書
の
ペ
ー
ジ

だ
け
が
め
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
」
と
な

げ
い
て
い
ま
し
た
．

・
H
き
菱
㌦
＊
む
釜
窪
・
叢
　
蒙
｝

　
そ
れ
ぱ
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

と
な
が
桜
を
楽
し
み
、
花
の
下
で
酒
を

飲
み
、
果
て
は
ケ
ン
カ
し
た
り
ふ
ざ
け

た
り
す
る
乱
れ
た
行
た
δ
を
、
清
純
な

学
生
や
子
ど
も
た
ち
に
は
見
せ
た
く
な

か
ッ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
行
事
期
間
も
長
か
っ
た
よ
・
つ
で
す
．

来
年
は
も
っ
と
よ
く
検
討
し
、
適
当
な

時
間
に
切
り
あ
げ
る
な
り
し
て
、
こ
ん

な
こ
と
の
な
い
よ
〆
、
に
考
慮
し
て
く
だ

さ
い
。
わ
た
く
し
た
ち
も
も
っ
と
公
衆

道
徳
を
重
ん
じ
て
、
自
分
の
楽
し
み
の

た
め
に
他
人
に
め
い
わ
く
を
及
ぽ
す
よ

う
な
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
し
よ
．
つ
。

　
’
『
今
ご
ろ
こ
ん
な
こ
と
を
：
」
と
い

わ
れ
る
方
が
あ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

．
で
も
、
来
年
は
絶
対
に
く
り
返
し
て
も

ら
い
た
く
な
い
こ
と
な
の
慣
」
す
。

　
　
　
　
　
　
O
兀
町
　
金
子
鉄
平
）

　
ぬ
父
涌
㎜
道
徳
を
守
ろ
・
フ

　
む
り
に
追
い
慧
す
バ
イ
ク
、
自
転
車

の
二
人
桑
り
、
平
然
と
し
て
・
拷
仏
け
で
、
く

れ
な
い
嵩
校
生
、
道
の
ま
ん
中
を
ふ
さ

ぐ
女
工
さ
ん
の
昼
休
み
：
。
わ
た
し
は

ト
ラ
ツ
ク
に
乗
っ
て
い
る
が
．
こ
ん
な

事
態
に
毎
日
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
。

　
丸
源
六
ん
か
ら
齪
、
場
口
ま
唱
、
の
間
は

車
道
の
両
側
に
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

自
転
車
な
ど
が
雑
然
と
止
め
て
、
あ
る
．

せ
め
て
空
車
の
と
き
ぐ
ら
い
は
車
庫
に

入
れ
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
。
大
型
軍

が
通
る
と
き
は
道
い
っ
ぱ
い
一
　
び
、
、
バ
イ

ク
や
歩
行
者
に
は
と
て
も
危
険
だ
．

　
先
8
も
事
故
が
あ
っ
た
が
、
こ
ん
な

こ
と
で
命
を
失
い
た
く
は
な
い
。
お
た

が
い
に
も
り
と
交
通
遂
徳
を
守
ろ
．
つ
じ

ゃ
な
い
か
．
　
（
千
手
・
ハ
ラ
ハ
ラ
族
）

と
な
く
働
い
て
い
ア
父
警
だ
。

　
こ
こ
で
は
合
併
前
の
ま
ち
ま
ち
な
課

税
標
滋
が
な
め
み
の
種
．
レ
ひ
し
ヤ
す

で
に
農
業
所
得
の
基
礎
調
萱
が
完
了
、

い
ま
実
施
中
の
謬
定
資
産
評
薇
も
隼
度

乎
繁
蜜
峯
豪
漕
っ
・

三
十
六
璋
度
瀞
¢
樽
響
ン
』
公
平
た
轟
酬
税
が

で
、
き
る
だ
ろ
う
と
の
器
儂
そ
れ
ま
で
の

聞
、
滞
納
整
理
の
手
ぬ
が
り
が
心
配
だ

と
い
う
係
長
は
、
さ
す
が
に
ヌ
ヶ
メ
の

落
給
門
、
暑
．

一
庶
務
　
毒
驚
村
民
税
、
置
定
資
産
脱

　
諸
税
軽
自
璽
車
税
、
徴
収
、
雌
籍
と

一
応
の
職
務
分
握
畜
い
ぺ
あ
る
と
は
い
え
、

ど
の
仕
事
に
宝
呼
議
農
が
一
致
し
て
畜

た
ら
ね
ぱ
な
ら
ず
、
斎
、
れ
だ
け
に
機
敏

さ
協
調
進
が
嬰
求
さ
れ
る
ζ
こ
は
い
う

ま
で
も
な
い
．

　
根
津
係
長
は
上
総
（
爾
魚
）
の
産
。

上
野
の
ム
コ
》
セ
し
て
教
員
生
酒
六
奪
、

合
群
前
ま
で
収
入
役
を
勤
め
て
職
員
の

撰
望
あ
つ
か
ウ
た
人
だ
唱
大
世
帯
の
長

と
も
な
れ
ぱ
そ
の
苦
労
も
察
せ
ら
れ
る

が
、
夜
業
（
臼
宅
で
談
甕
カ
ー
ド
の
作

成
）
を
続
は
O
全
職
良
か
ら
不
憎
繭
」
つ

き
か
な
い
の
は
、
氏
の
人
徳
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
轡

仕
事
砕
泳
合
遅
的
に
、
何
碑
．
匁
も
テ
ふ
ず
パ
キ

と
や
っ
て
の
け
る
型
。
菓
氏
へ
一
の
談
に
・
よ

る
と
頭
脳
メ
イ
セ
キ
（
ス
器
饒
成
裂
）

人
を
ヤ
ユ
す
る
に
も
気
才
な
く
ヒ
ニ
ク

ル
と
い
う
。

　
田
ロ
一
朗
氏
（
木
落
、
主
任
書
記
）

は
箪
先
す
い
範
灘
の
．
人
轡
み
ん
な
が
よ

く
勤
め
る
の
も
、
氏
の
ひ
た
む
き
さ
に

感
化
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
・
．
燃
．
（
，
、
だ
糖

、
仕
事
は
て
い
ね
い
づ
、
ウ
ヤ
ム
ヤ
が
き
ら

い
、
飲
鑓
ぱ
陽
気
に
な
る
タ
チ
だ
か
戸
り

人
づ
費
γ
ぐ
）
よ
い
。
ダ
ン
ナ
衆
育
ち
一
．
、
ワ

ル
ギ
が
な
／
＼
、
ア
ン
サ
マ
に
人
徳
が
プ

ラ
ス
さ
れ
て
人
望
が
あ
孝
）
◎

塵
、
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長
生
き
は
し
た
い
も
の

璽
鍾
延
び
た
平
蕪
欝
・

　
正
月
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
。

で
き
た
ヤ
レ
ヤ
レ
：
：
」
と
、
感
概
に
ふ
け
る
人
は
多
か
ろ
・
つ
。
．

「
こ
と
し
も
達
者
で
暮
ら
す
こ
と
が

　
〃
い
つ
至
二
月
花
の
こ
ろ
、
女
房
＋
八
わ
し
ゃ
二
＋
．
死
ん
で
も
命
が
あ

る
よ
．
つ
に
：
：
〃
よ
く
優
．
わ
れ
て
き
た
こ
の
こ
と
は
は
、
昔
か
ら
生
へ
の
愛

着
が
い
か
に
強
い
も
Ω
ぐ
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
は
い
っ

た
い
ど
れ
！
ら
い
長
生
き
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
沢
徳
松
氏
（
国
保
衛
生

係
長
）
に
語
め
、
て
も
ら
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
戦
後
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
急
激

に
延
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
達
者
で
い
ら

れ
る
こ
と
の
喜
び
の
表
現
で
あ
り
ま
す

「
人
生
わ
ず
か
五
＋
年
」
と
い
わ
れ
た

寿
命
が
、
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
延
び

た
の
で
し
よ
う
」
．
、
匙
昭
和
三
士
二
年
度

の
統
計
を
借
り
て
略
記
ず
る
と
、
前
年

度
に
比
べ
て
男
は
㎝
、
｝
年
か
ら
一
、

八年

に
、
女
は
一
、
七
隼
か
ら
二
、
○

年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
寿
命
が
延
び

て
い
ま
す
．
こ
れ
は
死
亡
率
の
低
下
を

示
す
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
戦
後

の寿命

が
ど
の
よ
う
に
延
び
て
き
た
か

次
の
表
を
よ
く
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

昭和34年12月10日
献躰，偽払　　　　平均寿命一の年次推移

男 女

0ホ翻掲平均余命

昭和20刷箆．9 37．5
21 42．6 51．1

23 55．6 59．4

25 58．0 61．5

卸 61．9 65．5

29 63．4 67．7

31 63．6 67．5

33 65．0 69．6

　
急
速
に
延
ぴ
た
寿
命
が
停
滞
の
傾
向

を
ホ
し
て
、
こ
こ
二
、
三
年
は
下
向
き

の
状
態
に
あ
り
ま
し
た
．
て
れ
以
上
は

延
ぴ
な
い
の
か
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
．
き
‘
ね
ん
ま
た
上
昇
し
、
女
子
の

寿
命
が
七
＋
才
に
達
す
る
の
も
近
い
と

さ
え
思
わ
れ
る
状
態
で
す
。

こ
の
原
因
は
、
右
下
の
表
（
死
亡
率

の
年
次
推
移
）
を
見
れ
ぼ
わ
か
り
ま
す

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
出
生
率
の
低

下
と
あ
い
ま
っ
て
人
口
老
令
化
の
現
象

を
作
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

国
民
年
金
制
度
偽
マ
．
ぴ
う
な
、
老
令
期
の

生
活
保
障
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
潭

死亡率qxの年次推移　x10000　
日
本
人
の
平
均
寿
命
を
、
諸
外
国
の

そ
れ
と
比
較
す
る
と
下
懐
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
延
ひ
て
き
た

　
　
　
つ

と
は
い
．
．
て
も
、
「
人
生
七
＋
年
一
に

か
ろ
な
い
こ
先
進
国
な
み
と
は
い
え
な

い
よ
う
で
す
ね
。

よりは目巌れ目
うない本すと本 年

《』嘔

”

でいコ人
すこて（わ

。比人
較の

年　次
0オ 10 30 40 50　　60

ね先も平 す平 一男一・

。進　’均

国r寿
る均
と寿

昭和29年 462 1
5

29 46 f
9
61226

な人命 下命 1み生が 6表を 30 417 8 29 41 931224
と七延 の 、 」　き

は＋ひ
い年て

よ諸
う外

31 408 7 27
4ユ 921237

！

え一き
な』にた

に国
なの 32 423 7 27 89 195　1245

諸外国の平均余命（0歳1
33 378 6 25 27 i

j
l

222
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66．2
6か．3
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73．7
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｝
65i150

」

ソ　　　　運 63 69
｛
t
一

9　　　　本 63．9 68．4
33 333 4 19 281｝ 6㌧135

諸外国の平均余命（0歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
萎
萎
妻
妻
萎
垂
菱
菱
萎
妻
萎
萎
婁
馨

－
　
　
、
，
，
　
　
　
　
　
　
　
、
わ
す
る
日
が
続
く
こ
と
と
き
た
ら
、
昔
　
　
「
生
恵
気
だ
、
」
と
か
、
　
「
口
を
き

糟あ

鴇灘．

　
　
■
と
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
、
　
＜
わ
り
に
働
か
な
い
、
事
ラ
を
い

　
　
『
　
魏
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
倍
と
な
く
仕
事
は
ふ
え
ま
し
た
の
い
た
て
る
前
に
、
お
と
な
が
自
分
の
心

　
「
先
生
、
書
い
て
く
だ
さ
い
。
」
と
に
、
先
生
の
人
手
は
ふ
え
な
い
と
き
て
『
の
甲
を
反
省
し
た
い
も
の
で
す
わ
ね
。

E
夫
君
が
来
ま
し
た
o
「
ど
ん
な
こ
と
い
ま
す
り
保
健
衛
生
の
仕
事
も
ひ
と
　
　
わ
た
し
は
良
い
セ
ン
セ
で
す
か
ら
、

を
．
．
．
」
と
き
き
ま
す
ζ
　
「
師
は
す

（
師
走
）
と
い
う
題
で
お
願
い
し
ま
す
」

ニ
ヤ
リ
と
し
て
い
う
の
で
す
り
　
．

「
う
ま
い
テ
」
マ
だ
わ
ね
え
。
」
　
わ

た
し
は
カ
ブ
ト
を
ぬ
き
ま
し
た
。

　
「
花
村
先
生
は
忙
し
が
り
屋
で
、

と
き
ど
き
廊
下
を
走
っ
た
り
す
る
D
」

「
＋
二
月
の
こ
と
を
師
は
す
と
も
い
う

ん
だ
な
あ
、
』
「
書
い
て
も
ら
霜
う
レ

　
「
う
ん
u
」
　
　
と
い
っ
た
ぐ
あ
い

で
新
聞
部
が
相
談
し
た
の
で
し
よ
う
）

　
「
師
は
す
」
と
は
い
つ
で
き
た
こ
と

ば
か
知
り
ま
せ
五
が
、
年
の
暮
に
な
る

と
教
莇
が
走
り
ま
わ
る
ん
で
す
っ
て
u

ほ
ん
と
に
毎
日
が
忙
し
く
て
そ
わ
そ
な
つ
て
き
て
た
の
も
し
い
で
す
り

X
萎
X
X
X
妻
入
X
X
×
X
X
V
◇
父
×
×
X
菱
×
Y
9
父
×
X
X
萎
X
×
×
X
X
X
X
X
X
X
箋
X
×
×
X
X
X
×
X
×

り
で
た
っ
ぷ
り
や
る
こ
と
で
ず
の
に
学
　
「
わ
あ
、
新
聞
部
は
考
え
た
わ
ね
え
」

級
担
任
の
兼
任
で
す
。
ほ
か
に
も
調
査
と
ほ
め
て
や
り
ま
し
た
。
そ
し
て
○
曜

だ
統
計
だ
と
い
っ
て
次
々
と
書
類
を
作
日
に
廊
下
を
走
っ
て
行
っ
た
わ
け
な
ど

ら
せ
ら
れ
ま
す
。
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
を
書
い
て
や
り
ま
し
た
。

い
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
よ
　
　
「
セ
ビ
ロ
着
て
歩
い
て
く
る
知
ら
な

う
か
o
先
生
っ
て
学
習
指
導
を
す
る
の
い
人
に
は
オ
ジ
ギ
を
し
な
さ
い
り
そ
耽

が
職
業
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
楽
に
ゆ
が
礼
儀
で
す
。
」
と
い
う
よ
う
な
偽
警

と
り
も
な
ノ
＼
本
も
思
う
よ
う
に
買
え
養
成
の
道
徳
教
育
が
、
目
本
の
あ
ろ
こ

ず、

頭
が
さ
ぴ
て
い
き
そ
う
で
す
。
　
　
ろ
の
学
校
で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
・
つ
で

　
ま
た
こ
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
り
そ
ず
り
で
も
、
少
な
く
と
も
川
西
に
は
子

れ
に
し
て
も
「
師
は
す
」
と
い
う
題
で
ど
も
ら
し
い
、
そ
し
て
理
知
に
支
え

書
け
な
ん
て
、
い
ま
の
子
は
博
識
で
ウ
れ
た
人
間
関
係
を
あ
た
た
か
く
育
て

イ
ツ
ト
が
あ
る
も
の
で
す
ね
η
こ
の
ご
い
も
の
で
す
u
こ
れ
が
、
　
「
師
は
す

ろ
の
子
ど
も
は
頭
の
働
き
が
す
る
ど
く
に
廊
下
を
走
っ
た
り
し
て
る
わ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
想
で
す
の
v
　
　
（
花
村
ゆ
菖

　
　
薪
和
三
十
三
葎
度
の
川
爵
町
は
、
出

生
二
百
五
＋
六
人
に
対
し
て
死
亡
百
＋

　
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

人
口
が
増
加
し
、
平
均
寿
命
が
延
び
て

　い

る
わ
け
で
す
。

　
　
し
か
し
こ
の
平
均
寿
命
も
、
た
だ
何

と
な
く
延
び
て
ゆ
ノ
＼
と
り
つ
の
ア
、
は
な

㎝
く
て
、
み
奪
（
発
常
に
栄
誉
笙

疋
製
し
、
緩
で
あ
る
こ
と
に
考

す
る
結
果
の
あ
り
わ
れ
な
の
で
レ
ヒ
α
う

長
生
き
は
し
た
い
も
の
で
す
。

　
氏
蓄
叢
．
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ー
国
民
福
祉
年
金
ー

　
適
用
範
囲
を
拡
大

　
　
福
祉
隼
金
の
適
絹
籔
囲
が
次
の
よ
・
つ

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
「
該
当
し
な
い

』
と
い
わ
れ
た
方
㏄
．
」
も
、
い
ま
い
ち
ど

　
・
内
科
的
な
疾
患
こ
よ
る
障
害
者
の
う

ち
、
上
ま
身
、
下
半
身
が
不
陸
な
万
。

　
・
二
＋
五
才
以
上
の
『
・
丁
が
い
な
い
母
子

盤
帯
で
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
の
生

計
を
維
持
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
母

歳
末
防
犯
に
協
力
を

一一申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
　
（
社
会
係
）

心

　
年
宋
に
犯
罪
び
発
生
し
や
す
い
理
由

と
し
て
、
次
の
ζ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

　
よ
く
注
意
し
て
胆
る
い
新
年
を
迎
え

て
く
だ
さ
い
σ
籍
西
部
藻
出
所
）

①
ー
人
ご
み
』
帯
に
、
不
必
要
な
金
や

　
貴
重
品
を
持
っ
て
出
か
け
る
。

②
ー
横
か
ら
ヒ
ツ
タ
ク
ら
れ
る
お
そ
れ

　
の
あ
る
蛋
漣
、
サ
イ
フ
か
ら
金
を
出
す

⑤
ー
入
蟄
ぐ
札
東
を
切
る
。

④
、
不
審
看
に
無
と
ん
着
で
い
る
。

⑤
…
う
ま
い
諾
に
ウ
ツ
カ
リ
乗
る
。

⑤
上
貸
）
落
レ
を
な
お
ざ
り
ζ
．
ξ
リ

　
施
錠
を
忘
れ
た
り
す
る
。

⑦
ー
酒
の
飲
み
す
爵
蚤
ま
せ
す
き
。

か
索
匙
☆
黒
’

　
　
縄
、
玉

　
　
　
　
金
山
柏
樹
選

　
　
　
　
　
野
矯
　
寅
夫

秋
日
さ
す
障
子
に
∀
つ
こ
ぐ
螂
嶋
二
つ

　
　
　
　
　
小
霞
窟
　
縁
嵐

ご
ぼ
｝
つ
畑
か
～
貸
y
火
ー
し
マ
”
蝿
㎜
つ
軸
乱
跡
・
り

あ
り
　
’
　
小
臼
倉
　
　
屈
来
坊

わ
だ
ち
あ
と
深
く
農
道
冬
近
し

　
O
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
e
　
　
　
　
　
　
●

来
屠
は
新
隼
号
、
こ
れ
を
蘇
る
べ
く

特
別
投
句
を
即
簿
し
て
い
ま
す
。

薦
晒
．
壌
藤
葬
託
剃
監

山
柏
樹
糞
㌧
般
匂
、
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
句
に
は
「
新
年
樽
授
分
、
」

の
旨
を
開
寵
の
こ
と
、
入
選
者
に
は
記

念
晶
を
差
し
の
鈴
）
ま
す
。
ひ
と
り
も
多

く
ご
投
句
ね
が
い
ま
す
。
　
　
（
柏
礎
）

◎
今
月
も
七
件
の
投
書
を
い
た
だ
き
ま

し
た
”
脅
ノ
が
た
い
こ
と
で
す
。

◎
掲
載
さ
れ
な
か
（
、
た
授
書
は
関
係
者

に
も
告
知
し
、
投
稿
者
の
ご
窺
待
に
添

え
る
よ
う
配
慮
㌧
、
て
お
り
ま
す
。

◎
紙
上
の
変
名
は
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

記後纏集

せ
ん
が
、
住
所
氏
名
は
ノ
ジ

キ
リ
と
お
書
き
ノ
＼
だ
さ
い
。

◎
お
返
事
を
、
と
思
い
ま
し

て
も
籔
名
の
方
か
多
く
て
、

編
集
部
の
慧
向
を
お
伝
え
す

。
る
こ
と
鑓
岬
．
－
」
出
＄
ま
せ
ん
。

◎
こ
と
魅
藩
臨
新
生
活
運
動
の

モ
デ
ル
町
、
隼
宋
隼
始
の
簡

素
化
に
心
が
峰
》
賢
し
・
槻
黛
つ
。
毎
臼
の
の
の

わ
た
だ
し
さ
も
シ
メ
ク
ク
リ
の
月
な
れ

ぱ
こ
拓
羨
㌧
す
o

昨
臼
と
疑
為
g
と
暮
し
て
叢
》
、
帖
ぺ

　
撰
、
流
婁
・
、
皐
き
月
B
な
り
け
h
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
古
今
集
）




